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当社を取り巻く環境

産業界での部品原材料調達
難に起因する製造遅延が、
当社製品の出荷および当社
製造に必要な部材の入荷が
滞る原因となっている

原油を初めとする原材料価
格高騰により当社の製造コ
スト増につながり価格競争
力に影響が出る要因になっ
ている

より一層の原価低減と調達
手法を抜本的に見直すこと
で皆さまの期待に応える

お客様・調達パートナーと
協働歩調でサプライチェー
ンとしての課題解決に積極
的に取り組む

調達難 原材料価格の高騰
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グループ
調達方針

JEITAアン
ケートの
推進

紛争鉱物資源
対応方針

人権デューデ
リジェンス

サステナビリティ関連

取
り
組
み

今
後
の
課
題
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新製品開発力

自動車関連分野への強化

中国市場環境への対応

成熟事業の活性化

新規事業への挑戦

事業構造からみる課題
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中計

初年度

新たな

挑戦

6つの変

革で成長

中期経営計画
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人材不足
異常気象

自然災害

サイバー

攻撃

パンデミッ

ク蔓延

原材料原油

価格の高騰

リスクマネジメント
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執行役員経理部長

赤松 敦

決算概況
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決算及び通期業績予想

2022年は新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた前期と比べ、5事業とも増益

2023年通期業績予想は、半導体不足、原材料価格の上昇や中国経済減速等により、利益面は厳しい見通し
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決算及び通期業績予想

営業利益

経常利益

親会社株主

に帰属する

当期純利益

21年3月期
通期

22年3月期
通期

前期
増減率

売上高 25,926 32,347 24.8％

営業利益 △904 2,128 －

経常利益 △518 2,831 －

親会社株主に
帰属する当期純利益

△1,156 2,180 －

（単位：円）

1株当たり当期純利益 △184.72 351.35

売上高

（単位：百万円） （単位：百万円）決算ハイライト（単位：百万円）

22年3月期
通期

23年3月期
通期 (予想）

株式会社オリジン 2022年3月期連結決算説明資料

10



1535
106

1735
91

6,527

3,373

7,840

4122

8,751

4,511

10,422

6,123

2,178

1,645

5,507

5,157

6,934

53

6,842

59

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

セグメント別売上高

エレクトロニクス事業

メカトロニクス事業

ケミトロニクス事業

コンポーネント事業

半導体デバイス

15,554

セグメント別状況
エレクトロニクス事業：部品調達難による生産遅延により減収となるも、医療用電源、半導体製造装置用電源が堅調に推移し増益

メカトロニクス事業 ：前期にウエアラブル市場へ投入した光学レンズ貼合装置が大きく寄与し大幅な増収増益

ケミトロニクス事業 ：半導体調達難に伴う自動車メーカーの減産による厳しい状況が国内で継続も、海外子会社が好調に推移し増収増益

コンポーネント事業 ：産業機器向けが堅調に推移、金融機器、事務機器関係向けが復調したことに加え、4Qからは自動車向けも売り上がり増収増益

半導体デバイス事業 ：半導体製造装置市場、工作機械市場を中心とした産業機器関係好調に推移し増収増益
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セグメント別利益（全社費用配賦前）

エレクトロニクス事業

メカトロニクス事業

ケミトロニクス事業

コンポーネント事業

半導体デバイス

地域別売上高比率

21年3月期通期 22年3月期通期

アジア 35.3％

北米 1.3％

その他の地域 0.8％

国内 62.6％

海外売上 37.4％

アジア 46.5％

北米 0.9％

その他の地域 0.7％

海外売上 48.1％

国内 51.9％

（単位：百万円）
（単位：百万円）

25,926

32,347

9,692

21年3月 うち海外
期通期

22年3月 うち海外
期通期
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キャッシュ・フロー、設備投資、減価償却費、研究開発費

営業活動によるCF ： 税金等調整前当期純利益の計上、仕入債務の増加

投資活動によるCF  ： 定期預金の純減少額

財務活動によるCF  ： 長期借入金の返済、非支配株主への配当金の支払額

21年3月期
通期

22年3月期
通期

前期
増減額

営業活動による
キャッシュ・フロー

△488 1,655 2,144

投資活動による
キャッシュ・フロー

91 1,756 1,665

財務活動による
キャッシュ・フロー

△1,325 △1,134 191

現金及び現金同等物の
増減額（△減少）

△1,689 2,733 4,423

現金及び現金同等物の
当期末残高

5,021 7,755 2,733

（単位：百万円）

キャッシュ・フロー

設備投資、減価償却費

843 474 440

1,218 1,162
1,018
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通期

設備投資

減価償却費

研究開発費、売上高研究開発費比率

1,775 1,580 1,603
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研究開発費

売上高研究

開発費比率

（単位：百万円）

（単位：百万円）
（単位：%）

22年3月期の主な設備投資：コンポーネント事業の生産設備

売上高研究開発費比率 ： 売上高増加に伴い1.1％減少

22年3月期
通期

21年3月期
通期

20年3月期
通期

22年3月期
通期

21年3月期
通期

20年3月期
通期
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貸借対照表、配当の状況
流動資産増加の主な要因 ： 現金及び預金25億2千4百万円の増加、たな卸資産23億8千4百万円の増加

流動負債増加の主な要因 ： 仕入債務21億4千8百万円の増加、流動負債のその他5億5千3百万円の増加

純資産増加の主な要因 ： 利益剰余金19億6千8百万円の増加、為替換算調整勘定6億3千5百万円の増加

21年3月期末 22年3月期末
前期末
増減額

流動資産合計 23,943 30,058 6,114

固定資産合計 16,949 16,605 △883

資産合計 40,893 46,123 5,230

流動負債合計 8,223 11,263 3,040

固定負債合計 9,104 8,460 △644

負債合計 17,328 19,724 2,395

純資産合計 23,565 26,399 2,834

負債純資産合計 40,893 46,123 5,230

自己資本比率 51.8% 51.7% △0.1%

（単位：百万円）貸借対照表 配当の状況
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第2四半期末

22年3月期の配当の状況については、業績見通し・外部環境
の変化などを総合的に勘案し、1株当たり年間65円を予定。

※ 23年3月期の配当金については、年間40円（中間、期末とも20円）を予定

《自己株式の取得》 2022年5月11日決議

取得する株式の総数 300,000株（上限）

株式の取得価額の総額 400,000,000円（上限）

取得期間 2022年5月12日～2023年3月31日

（単位：円）
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